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巻頭言

低温 セ ンタ」に期待 す る

あ 癩 ・知 生

低温センターだよりの編集委員長鳶櫛田孝司先隼から平成6年4月 に引き締いで以来、平成13年3月

の定年 退 官 を もっ て任 を終 え ま した。 その 間 、86号(平 成6年7月 号)か ら114号(平 成13年4月 号)

の 編集 に携 わ って きま した。 この た び、新 編 集長 の北 岡良雄 先生 の委 員会 か ら、一 言書 くよう にとの依

頼 を受 け ま した。 す でに多 くの諸先 生 よ り巻頭 言 ・寄稿 を頂 い てお りますの で、 こ こで は私 の思 いつ い

た こ とを簡潔 に述べ ます 。

初代 編集 委 員長 が提 唱 され た 「阪 大 オ リジナ ル」 の ポ リシ ーは、大 阪大 学 のモ ッ トーであ る 「地 域 に

生 き世 界 に伸 び る」 の精神 にあい通 ず る もの です。 これ まで多 くの方 々 よ り貴 重 な記事 をお寄 せ頂 き、

低 温 セ ンター だ よ りは国際 定 期刊 行 物 と して大 阪 大学 の 情 報発 信 源 と して の重 要 な役 割 を担 って い ま

す 。物 質 ・材料 研 究 を進 め る上 で 液体 ヘ リウム は必 要不 可 欠で 、低 温 セ ンター は この寒剤 を製 造 し、安

価 に安 定供 給 す る こと を通 じて、科 学技 術 の研 究 と教育 を強 力 に支 えて きま した。低 温 セ ン ター だ よ り

の任務 の 一つ に本 セ ンターの 業務推 進 をサ ポ ー トす る広報 活動 が あ ります。 豊 中キ ャンパ スでの 液体 ヘ

リウム の供給 量 は研 究教 育 の進展 に伴 い、8年 前 か ら増 え続 けて平 成12年 度 には年 間10万 リ ッ トル を越

えてい ます 。需 要が 現有 の液 化装 置 に よ る供 給 能力 を上 回 ってい る うえ に故 障 しが ちで装置 更新 の切 実

な要 望が あ ります 。

私 は1963年 に大 阪 大学 理学 部助 手 に採 用 され、今 日に至 る まで半 導体 物理 学 の分野 で研 究 を続 け て き

ま した。 大 阪大学 にお誘 い下 さっ たの は大塚 頴 三先 生で 、液体 ヘ リウム温度 で の ミリ波 を用 い た半導 体

の フ ォ トキ ャリア ーのサ イク ロ トロ ン共 鳴 の実験 が は じま りです 。1979年 に物性 物理学 第2講 座 を担 当

し、A、B両 面で 研 究 を進め ま した 。A面 は結 晶半導 体 の多種 の物 理 と半導 体 お よび関連物 質 の低温 ・

磁 場 中 での 多彩 な メゾス コ ピ ック 現 象 の研 究 を推 進 す る と ともに、B面 はカ ル コゲナイ ドガ ラス半 導体

の構 造 と物性 の研 究 です 。 ネ ッ トワー ク ガ ラスの次元 性 と硬 さの パ ー コ レー シ ョン、 フラジ リテ ィー に

関す る研 究 、 ガラス ・過 冷却 液体 ・再結 晶 ・融解 につい て ナ ノ構造 の消 長 に注 目 した研 究 を行 って い ま

す。A・B両 面 とも液体 ヘ リウム を寒剤 と した実 験 的研 究が 重要 な知見 を与 えて くれ ま した。21世 紀 の

研 究 分野 と して、 ナノサ イエ ンス ・ナ ノ テ クノロ ジーの発 展 が大 い に期 待 されてお り、バ イ オ ・情 報分

野 の基盤 とな る物 質 ・材 料科 学技 術研 究 に液体 ヘ リウ ムの需 要 は ます ます増 えるで しょ う。

低 温 セ ン ターだ よ りで は 、折 りにふ れ て特 集 記事 ・記 念 号 な どを 出版 して い ます 。近 年、90号 で は

「mK領 域 の い ろい ろ」、100号 で は 「希 望 」、21世 紀 に入 って113号(2001年1月)で は 「ナ ノサ イエ ン

ス ・ナ ノテク ノロ ジー 、テ ラヘ ル ツ電磁 波 放射 」 を取 り上 げて い ます。 さらに、低温 関連 で活 躍 され受

賞 され た方 々 を談 話 室で 紹介 してい ます 。
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大阪大学の低温センターは大先輩の先生方のご尽力で大きな発展を遂げ、豊中キャンパスと吹田キャン

パスの液化装置を中心に、多種多様な研究が続けられています。学内の研究科、研究センター、研究施

設などの多くの研究教育は申すまでもなく、大阪大学で進行中の複数のCOEプ ロジェク ト研究も低温

センターによる恩恵を受けています。その広報誌である低温センターだよりには、学内外のネットワー

キングも含めた研究教育の活性 ・推進にますます役割を果たすことを願っています。
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